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一瀬一瀬一瀬一瀬    諭諭諭諭（（（（滋賀県琵琶湖環境科学研究滋賀県琵琶湖環境科学研究滋賀県琵琶湖環境科学研究滋賀県琵琶湖環境科学研究センターセンターセンターセンター））））    

「「「「琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖のののの植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンのののの変遷変遷変遷変遷とととと目目目目にににに見見見見えないえないえないえない有機物有機物有機物有機物をををを考考考考えるえるえるえる」」」」    

"Succession of dominant species and production of organic matter in Lake Biwa "Succession of dominant species and production of organic matter in Lake Biwa "Succession of dominant species and production of organic matter in Lake Biwa "Succession of dominant species and production of organic matter in Lake Biwa 

phytoplankton"phytoplankton"phytoplankton"phytoplankton"    

要旨要旨要旨要旨：：：：    琵琶湖水質変動琵琶湖水質変動琵琶湖水質変動琵琶湖水質変動のののの歴史歴史歴史歴史はははは、、、、植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン消長消長消長消長のののの歴史歴史歴史歴史ともともともとも言言言言えるえるえるえる。。。。このこのこのこの理由理由理由理由はははは、、、、

植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンがががが太陽太陽太陽太陽エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーをををを利用利用利用利用してしてしてして有機物有機物有機物有機物をををを生産生産生産生産できるできるできるできる唯一唯一唯一唯一のののの沖帯一次生産者沖帯一次生産者沖帯一次生産者沖帯一次生産者

でありでありでありであり、、、、有機物有機物有機物有機物のののの生産過程生産過程生産過程生産過程でででで、、、、物理的環境要因物理的環境要因物理的環境要因物理的環境要因のののの変化変化変化変化とととと化学的要因化学的要因化学的要因化学的要因のののの変化変化変化変化にににに対対対対してしてしてして敏感敏感敏感敏感にににに

反応反応反応反応しししし変動変動変動変動するするするする生物群生物群生物群生物群だからであるだからであるだからであるだからである。。。。    

琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖ではではではでは、、、、過去過去過去過去 30303030 年間年間年間年間、、、、クロロフィルクロロフィルクロロフィルクロロフィル----ａａａａ量量量量やややや全全全全リンリンリンリン、、、、BODBODBODBOD、、、、濁度濁度濁度濁度、、、、等等等等のののの水質項目水質項目水質項目水質項目はははは

減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向をををを示示示示しておりしておりしておりしており、、、、水質水質水質水質はははは良化傾向良化傾向良化傾向良化傾向にあるようににあるようににあるようににあるように見見見見られるられるられるられる。。。。一方一方一方一方、、、、有機物指標有機物指標有機物指標有機物指標であるであるであるである

CODCODCODCOD にににに着目着目着目着目するとするとするとすると、、、、琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖にににに流入流入流入流入するするするする CODCODCODCOD 負荷量負荷量負荷量負荷量はははは減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向をををを示示示示しているにもしているにもしているにもしているにも拘拘拘拘わらずわらずわらずわらず、、、、

湖内湖内湖内湖内のののの CODCODCODCOD はははは減少減少減少減少せずせずせずせず、、、、環境基準達成環境基準達成環境基準達成環境基準達成のののの見込見込見込見込みはみはみはみは立立立立っていないっていないっていないっていない。。。。    

琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖におけるにおけるにおけるにおける水質形成水質形成水質形成水質形成メカニズムメカニズムメカニズムメカニズムをををを解明解明解明解明するためにはするためにはするためにはするためには、、、、陸起源有機物陸起源有機物陸起源有機物陸起源有機物によるによるによるによる外部負荷外部負荷外部負荷外部負荷

のののの構造構造構造構造やややや、、、、植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンによるによるによるによる内部生産構造内部生産構造内部生産構造内部生産構造のののの把握把握把握把握およびおよびおよびおよび、、、、これらをこれらをこれらをこれらを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた有機物有機物有機物有機物

収支等収支等収支等収支等をををを明明明明らかにすることがらかにすることがらかにすることがらかにすることが重要重要重要重要であるであるであるである。。。。    

私私私私がががが琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖ののののプランクトンプランクトンプランクトンプランクトン調査調査調査調査をををを開始開始開始開始したしたしたした 30303030 年前年前年前年前とととと比比比比べるとべるとべるとべると植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンのののの組成組成組成組成

はははは大大大大きくきくきくきく変遷変遷変遷変遷しししし、、、、そのそのそのその現存量現存量現存量現存量やややや種類数種類数種類数種類数についてもについてもについてもについても変化変化変化変化してきているしてきているしてきているしてきている。。。。植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン現現現現

存量存量存量存量のののの長期変遷長期変遷長期変遷長期変遷をををを種類別種類別種類別種類別にににに考察考察考察考察したしたしたした結果結果結果結果、、、、微細細胞微細細胞微細細胞微細細胞がががが集積集積集積集積しししし粘質鞘粘質鞘粘質鞘粘質鞘をををを有有有有するするするする藍藻藍藻藍藻藍藻がががが増加傾増加傾増加傾増加傾

向向向向にあることがにあることがにあることがにあることが明明明明らかとなってきたらかとなってきたらかとなってきたらかとなってきた。。。。本発表本発表本発表本発表ではではではでは、、、、これらこれらこれらこれら藍藻藍藻藍藻藍藻のののの優占優占優占優占とととと CODCODCODCOD、、、、TOCTOCTOCTOC などなどなどなど

のののの有機物量有機物量有機物量有機物量のののの増減等増減等増減等増減等についてについてについてについて、、、、琵琶湖環境科学研究琵琶湖環境科学研究琵琶湖環境科学研究琵琶湖環境科学研究センターセンターセンターセンターでででで進進進進めているめているめているめている調査研究調査研究調査研究調査研究のののの一部一部一部一部

をををを紹介紹介紹介紹介するするするする。。。。なおなおなおなお、、、、本研究本研究本研究本研究はははは、、、、環境省環境技術開発等推進費環境省環境技術開発等推進費環境省環境技術開発等推進費環境省環境技術開発等推進費のののの中中中中でででで実施実施実施実施しているものであしているものであしているものであしているものであ

るるるる。。。。本研究本研究本研究本研究はははは、、、、環境省環境技術開発等推進費環境省環境技術開発等推進費環境省環境技術開発等推進費環境省環境技術開発等推進費のののの中中中中でででで実施実施実施実施しているものであるしているものであるしているものであるしているものである。。。。    

    



    


